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「解答例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・肥大型心筋症（HCM） 

特に左室壁が肥厚し、心室が十分に拡張できなくなるタイプである。 

猫で最も一般的なタイプであり、うっ血性心不全を引き起こすことがある。  

・拡張型心筋症（DCM） 

心筋が拡張することで収縮機能が低下するタイプである。 

猫では稀な病型である。  

・拘束型心筋症（RCM） 

心筋が硬く柔軟性を失うことで心室が拡張しにくくなるタイプである。 

HCMとは異なり、心筋の厚みが増さない場合もある。  

・不整脈源性右室心筋症（ARVC） 

右室の拡大とともに心臓のリズムが乱れるタイプである。 

猫では比較的稀であるが、突然死を引き起こす可能性がある。  

・非特異的表現型 

上記のいずれの分類にも当てはまらない心筋症を指す。 
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